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東北管内における「みどりの食料システム戦略 」の着実な進展に向け、皆様にタイムリーな情報を
お知らせできるよう、「東北みどり戦略だより」を発行しています。
※「みどりの食料システム戦略」は、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現す

るため、農林水産省で策定したものです。

令和７年度東北地域オーガニックビレッジフォーラム開催

「みどりの食料システム戦略」
の詳細はこちら

https://www.maff.go.jp/tohoku/
kihon/m_index.html

※

裏面に４コマ漫画もあるよ！

令和８年度農林水産予算の概算要求を公表しました

農林水産省では、８月29日に令和８年度農林水産予算の概算要求を公表しました。
みどりの食料システム戦略による環境負荷低減等の取組やそれらを広げるための環境づくりを推進

するため、以下の主な対策を始めとした予算を要求しています。

７月28日に、有機農業の拡大と新たなオーガニックビレッジの創出につなげることを目的とし、
令和７年度東北地域オーガニックビレッジフォーラムを開催したところ、生産者、流通業者、消費
者、行政関係者等約190名にご参加いただきました。

（ ）内は令和７年度当初予算額   

 

みどりの食料システム戦略推進総合対策 39億円（6億円） 
〇 農畜産分野におけるグリーンな生産体系への転換、有機農

産物の生産・需要拡大など、みどり戦略に基づく取組の加速
化

 
環境保全型農業直接支払交付金 29億円（28億円） 
〇 化学農薬・化学肥料を原則５割以上低減する取組と合わせ

て行う地球温暖化防止や生物多様性保全等に効果の高い営農
活動を支援

令和８年度農林
水産予算の概算
要求の概要はこ
ちら →

https://www.maff.g
o.jp/j/budget/pdf/r8
yokyu_gaiyo.pdf

概要はこちら↓

概要はこちら↓

パネルディスカッションの様子

有機野菜の販路拡大を進めている株式会社ヨークベニマ
ルから基調講演をいただいたほか、オーガニックビレッジ
宣言をされた岩手県花巻市と宮城県大崎市からその取組を
ご紹介いただきました。

パネルディスカッションでは、生産者代表としてチバサ
ン・ファーム合同会社（山形県米沢市）にもご参加いただ
き、有機農業が地域に与えた効果や生産者、流通・消費関
係者、産地間の「つながり」「連携の強化」に向けて工夫
したことなどについて意見を交わしました。

【基調講演】
（株）ヨークベニマル
MD（マーチャンダイ
ザー）小美野氏

【パネリスト】
チバサン・ファーム
合同会社
代表 千葉氏

オーガニック
ビレッジの情
報はこちら↓

オーガニックビレッジとは

有機農業の生産から消費まで一貫し、農
業者のみならず事業者や地域内外の住民
を巻き込んだ地域ぐるみの取組を進める
市町村のことです。令和７年度のオーガ
ニックビレッジ実施地区は、全国150
市町村、東北20市町村となっています。
（8月29日時点）
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「夏休みこども見学デー」でみどり戦略をPR

4/10（木）_（

環境負荷低減の「見える化」について 環境負荷低減の
見える化

Ｊークレジット制度

温室効果ガス削
減や生物多様性
の保全の取組を
分かりやすく等
級ラベルで表示
します。

CO2等の排出
削減量などをク
レジットとして
国が認証する制
度。クレジット
の売買が可能で
す。

みどりチェック

農林水産省の補
助金等の交付を
受ける場合に、
最低限の環境負
荷低減の取組を
実施していただ
きます。

12月8日は「有機農業の日（オーガニックデイ）」

12月８日は「有機農業の日（オーガニックデイ）」です。農
林水産省では、11月14日（金）から12月14日（日）までを
特別期間として、自治体や事業者と連携し、有機農産物の販売
や利用の促進などに取り組みます。皆様もこの機会に有機農産
物を食べてみませんか。

８月８日に、「夏休みこども見学デー」を開催し
ました。食や統計に関するクイズ、牛の模型による
乳しぼり体験などたくさんの展示に触れながら「食
べものやくらし」について楽しく学んでいただきま
した。

来場者には、みっちゃんの缶バッジやリーフレッ
トの配布なども行い、こどもさん達にも楽しくみど
り戦略をPRしました。

化学肥料や化学農薬の使用量の低減、温室効果ガス（GHG。メタンな
ど）の削減のためのバイオ炭の使用や水田での中干し期間の延長など、生
産者の環境負荷低減の取組を消費者の皆様に「見える化」し、積極的に選
んでいただくための取組です。GHGの削減貢献度や生物多様性の保全（米
のみ）に応じた星の数をラベル（愛称：みえるらべる）で分かりやすく表
示しています。

東北で「みえるらべる」を表示している販売先は134店舗（９月30日時
点） あります。詳しくは右側の２次元バーコードでご確認ください！

４月から対象品目に新たにピーマンが追加になりました。今回は生産現場
で「見える化」に取り組まれているピーマン生産者をご紹介します。

「みえるらべる」知ってる？

・ピーマン(露地) 
・GHG等級：★★★
・みどり認定取得。
・販売先：スーパーカブセンター、市内の

八百屋等。コープ有機（愛知）、イトー
ヨーカ堂。ＥＣサイト（食べチョク等）

ナンバーグラップルズの吉田さん
（青森県八戸市）

㈱土の絆の新田さん
（福島県二本松市）

佐藤農園の佐藤さん
（岩手県久慈市）

・ピーマン(施設) 
・GHG等級：★★★
・みどり認定取得。
・販売先：道の駅いわて北三陸

・ピーマン(露地) 
・GHG等級：★★★
・有機JAS認証取得。
・販売先：ヨークベニマル

お店で「みえるらべる」
のピーマンを見かけた
ら、選んでみてね！

特別期間：令和７年11月14日（金）～12月14日（日）

英語版も
できたよ！

チョイスター

関連イベントの
登録等はこちら！


